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当協会は「動物との共生を考える連絡会」の幹事団体として、1999 年
の初めての法改正時から緊急一時保護の必要性を訴え続けてきた。しかし、
残念ながら今日まで実現には至っていない。ところが、前回の法改正で動
物虐待罪が厳罰化され検挙数が増えたことで、肝心の虐待を受けている動
物を助けることができない問題が浮き彫りとなり、社会問題としてとらえ
る機運が高まってきた。
そこで、次回法改正では、「緊急一時保護制度」を必ず実現させるためにも、
当協会では、2021 年度から動物虐待の専門家や弁護士の先生方とともに
「緊急一時保護の必要性を考える検討会」を開催し議論を深めて実現化に向
けてロビー活動を開始した。

2025 年度動物愛護管理法2025 年度動物愛護管理法
改正案解説改正案解説

▲�福島みずほ議員、串田誠一議員、塩村あやか
議員秘書への陳情

11.. 緊急一時保護の必要性緊急一時保護の必要性 及び   及び  22.. 被動物虐待の飼養禁止する罰則被動物虐待の飼養禁止する罰則についてについて

日本の現状の課題
①から⑤などの状況において、緊急保護が必要にもかかわ
らず保護することができない。もし、運よく保護できたとし
ても、保管場所の問題も付随してでてくる。また、⑥の警察
の捜査で一時的に押収・保護されたとしても捜査が終了した
場合、たとえ飼い主が有罪となっても飼い主が所有権を放棄
しない限り、虐待をした飼い主に返還しなければならないと
いう別の問題もある。

このような課題を解決するために、動物愛護管理センターが保管できる緊急一時保護制度の整備と、飼い主によ
る動物虐待の場合は当該動物の飼養を禁止する罰則が必要不可欠であると考える。
上記内容を動物愛護管理法に新設するにあたり、以下の条文を改正又は新設する必要があると考えられる。

1緊急一時保護の条文を新設
　・第2条：「感覚 ( 感受性 ) をもつ命ある存在」と明記。
　　　　　　（「民法第85条にかかわらず、命あるもの」と補足。）
　・第7条：「動物の所有者又は占有者の責務」の強化
　・第25条：緊急一時保護できる条文を明記；施行規則12条の2に「不適切な飼養管理」の詳細を追加。
　・第35条：「犬及び猫」を「犬及び猫等（44条の愛護動物とする）」とする。
　・第37条：「犬及び猫」を「犬猫及びいえうさぎ等」とする。
　・第37条の２：�動物愛護センターの業務内容に一時保護された被虐待動物又はその恐れのある動物の保

管を新設。保管条件を明記。
2第 44条：被虐待動物の飼養禁止
　・虐待をした動物の飼養を禁止する。

　以上の法改正案で可能となることは、虐待を受けている又は可能性のある動物の緊急一時保護を可能にするだけ
でなく、虐待をした飼い主の所有権をはく奪することができるほか、保護動物を原則、動物愛護管理行政の施設で
保管することもでき、また保護された動物の飼養環境が改善されない、又は返還条件を満たさない場合は、行政判
断で譲渡処分などができることなどである。

　緊急一時保護制度を設ける意義としては、虐待を受けている動物を速やかに救護できることのほか、公衆衛生の
改善、家屋等の財産の保護、飼い主及び家族の福祉の改善、地域住民の環境及び精神衛生の向上、逸走動物による
人間や物への危害を回避するなどの安全確保や、動物愛護行政と警察及び他機関等との連携強化などがあげられる。
つまり動物を守るということは人の福祉・環境を守り、公序良俗にもつながる。
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・被虐待動物の速やかな救護・被虐待動物の速やかな救護
・公衆衛生の改善・公衆衛生の改善
・財産の保護（家屋等財産への損害防止）・財産の保護（家屋等財産への損害防止）
・飼い主及び家族の福祉の改善・飼い主及び家族の福祉の改善

意 義

動物愛護管理法は、人間のための法律であるといわれている。つまり、日本には動物を守るための法律がない。
しかし、動物の福祉の延長に人の福祉がある「One�Welfare」が世界的に提唱されている今、動物の福祉と人間の
福祉を切り離して考えていくのは難しい。そのため、次回法改正では、「動物も守るための法律」に、少しでも近
づけていきたいと考える。

10月5日（木）に公益財団法人動
物環境・福祉協会Eva主催で「改正
動物愛護管理法を考えるシンポジウ
ム2023」が開催されました。当協
会からも≪緊急一時保護の必要性≫�
についてお話させていただきまし
た。動画はYouTubeで公開中です。

次回法改正に向けて動画を配信しております！
動物との共生を考える連絡会の先生方からも、次の法改正に向けた動画をネットなどで発信しております。是非
ご覧ください！

動画：緊急一時保護の必要性

・地域住民の環境及び精神衛生の向上・地域住民の環境及び精神衛生の向上
・安全確保（逸走動物による人間や物への危害を回避）・安全確保（逸走動物による人間や物への危害を回避）
・動物愛護行政と警察及び他機関・部署との連携強化・動物愛護行政と警察及び他機関・部署との連携強化

などなど

『次回法改正に向けて』
動物との共生を考える連絡会　代表　青木貢一先生

『一時緊急保護について』
（公社）日本動物福祉協会　顧問　山口千津子先生

『一般家庭での野生動物の飼育制限について』
（公財）日本動物愛護協会　理事長　田畑直樹先生

『飼育管理下にある野生動物の福祉』
ワイルド・ウェルフェア (Wild�Welfare)�Georgina�Groves 先生

≪緊急一時保護の必要性≫　
獣医師調査員　町屋奈先生
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国
民
か
ら
の
相
談
電
話
等
は
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
集
約

↓
約
７
割
は
電
話
で
解
決

（
例
）
犬
が
放
浪
し
て
い
た
場
合
、
ケ
ガ
を
し
て
い
な

い
な
ら
行
政
が
対
応
す
る
の
で
そ
ち
ら
を
紹
介
。

ま
た
、
飼
養
方
法
な
ど
簡
単
な
内
容
で
あ
れ
ば
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
職
員
が
対
応　

↓
動
物
の
救
助
等
や
虐
待
疑
い
の
場
合
、
イ
ン
ス
ペ
ク

タ
ー
が
現
場
対
応

３
．動
物
虐
待
疑
い
の
対
応　

　

２
０
２
２
年
：
６
３
，６
０
０
件
中
２
８
，５
０
０

件
で
「
動
物
福
祉
評
価
票
」
や
「
動
物
福
祉
警
告
票
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

《
対
応
の
流
れ
》

情
報
提
供⇒

詳
細
を
確
認（
※1
）⇒

査
察
計
画
を
た
て
る

⇒

現
場
を
訪
問⇒

動
物
の
状
態
を
確
認⇒

飼
養
環
境

を
確
認⇒

助
言
／
対
応⇒

再
訪
問

〈
※
１
〉�・�

い
つ
ど
こ
で
誰
が
何
を
ど
う
し
た
な
ど
情

報
を
確
認

　
　
　

・
以
前
、
査
察
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か

　
　
　

・
電
話
内
容
が
正
確
か
を
確
認

　
　
　

・
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
が
対
応
す
べ
き
内
容
か

　
　
　

・�
警
察
や
人
の
福
祉
部
局
を
含
む
行
政
と
協

働
し
た
ほ
う
が
よ
い
か

　
　
　

・
目
撃
者
と
直
接
話
す
こ
と
が
で
き
る
か

４
．動
物
虐
待
と
は

　

英
国
で
は
、
１
８
４
９
年
改
正
動
物
虐
待
防
止
法

か
ら
「
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
」
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

苦
痛
の
立
証
：
専
門
家
で
あ
る
獣
医
師
に
よ
る
証
言

不
必
要
の
立
証
：�

獣
医
師
の
他
、
司
法
関
係
者
か
ら

の
証
言

２
０
２
３
年
11
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
、

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
国
際
部
長
の
P
a
u
l
氏
を
招
聘
し
、
都

内
で
「
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
短
期
講
習
会
」

を
実
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
一
部
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

１
．Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ（
英
国
王
立
動
物
虐
待
防
止
協
会
）と
は

　

１
８
２
２
年
制
定
さ
れ
た
家
畜
虐
待
防
止
法

（
マ
ー
テ
ィ
ン
法
）
を
運
用
し
守
る
た
め
に
１
８
２
４

年
に
設
立
さ
れ
た
、
世
界
最
古
で
あ
り
世
界
最
大
の

動
物
福
祉
団
体
で
す
。
一
昨
年
の
予
算
は
２
８
１
億

円
で
、
英
国
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
Ｕ
の
動
物
福
祉
に
関

わ
る
条
項
制
定
に
も
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
全

国
組
織
で
あ
り
、
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
は
共
通
の
基
準

で
動
い
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

は
、
法
的
権
限
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
強
制
立

入
の
際
は
警
察
と
協
働
し
て
い
ま
す
。

英
国
内
で
の
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
の
約
3
0
％

は
現
場
対
応
を
し
て
い
る
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
（
査
察

官
）
等
で
あ
り
、
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
に
な
る
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
講
義
と
実
習
を
含
め
て
約
４
か

月
掛
か
り
ま
す
。

《
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
》

・�

法
律
に
つ
い
て
―�

警
察
と
同
じ
く
ら
い
の
証
拠
収

集
方
法

・�

獣
医
学
的
レ
ク
チ
ャ
ー
―�

主
に
各
種
動
物
の
取
り

扱
い
方
法　

な
ど

・
動
物
救
助
方
法

・
人
間
救
助
方
法

・
人
道
的
安
楽
死
方
法

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

２
．動
物
に
関
わ
る
相
談
対
応
プ
ロ
セ
ス

　

英
国
内
で
の
活
躍
や
そ
の
知
名
度
か
ら
、
動
物
に

関
す
る
相
談
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
ま
す
。

動
物
虐
待
の
約
８
割
は
ネ
グ
レ
ク
ト

精
神
的
虐
待
の
評
価
は
非
常
に
困
難
で
す
。
例
え

ば
、
同
じ
場
所
を
旋
回
し
続
け
る
よ
う
な
行
動
を
常

同
行
動
と
い
い
ま
す
。
こ
の
行
動
は
一
般
的
に
、
苦

痛
や
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
行
動
と
も
受
け
取
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
常
同
行
動
に
よ
っ
て
動
物
の
気
が

少
し
紛
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

明
確
な
答
え
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ�

ａ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｌ
ｓ�

ｔ
ｈ
ｅ�

ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｆ
ｉ
ｔ�

ｏ
ｆ�

ｄ
ｏ
ｕ
ｂ
ｔ
」
と
い
う
考
え

の
下
、
苦
痛
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
疑
う
の
で
あ

れ
ば
、
そ
う
で
あ
る
と
考
え
て
対
応
を
し
ま
す
。

５
．動
物
福
祉
法
２
０
０
６

　

大
き
な
特
徴
は
、
第
９
条
「
飼
養
管
理
義
務
」
の

新
設
で
す
。

虐
待
に
発
展
す
る
前
段
階
で
あ
る
「
不
適
切
な
飼

養
管
理
」
の
状
態
で
摘
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
虐
待
に

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
５
つ
の
ニ
ー
ズ
（
５
つ
の
自
由
を
ベ
ー
ス

に
発
展
）
を
満
た
す
こ
と
が
飼
い
主
の
義
務
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
快
適
な
環
境
へ
の
ニ
ー
ズ

・
適
切
な
食
事
へ
の
ニ
ー
ズ

・
自
然
な
行
動
を
表
現
で
き
る
ニ
ー
ズ

・�

群
れ
又
は
単
独
生
活
の
習
性
が
守
ら
れ
る
こ
と
へ

の
ニ
ー
ズ

・�

痛
み
・
苦
し
み
・
ケ
ガ
や
病
気
か
ら
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
へ
の
ニ
ー
ズ

講
習
会
で
は
、
座
学
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
も
あ
り
、
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
知
識
を
す
ぐ
に
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す
る
た
め
、
非
常
に
実
践
的
な
内
容
で
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
コ
ツ
メ
カ
ワ
ウ
ソ
、

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
、
オ
オ
ミ
ズ
ト
カ
ゲ
、
ワ
シ
ミ
ミ
ズ
ク
、

フ
ェ
ネ
ッ
ク
、
ミ
ー
ヤ
キ
ャ
ッ
ト
の
生
理
・
生
態
・
習

性
か
ら
、
飼
養
す
る
な
ら
ど
の
よ
う
な
環
境
等
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
か
を
活
発
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

最
後
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
で
あ
る

P
a
u
l
氏
も
驚
く
よ
う
な
緻
密
な
情
報
を
提
示
す
る

グ
ル
ー
プ
も
多
く
、非
常
に
有
意
義
な
講
習
会
で
し
た
。

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

短
期
講
習
会
開
催

短
期
講
習
会
開
催
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当
協
会
が
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
団
体
の
ご
紹
介
で
す
。

宇
都
宮
大
学
で
活
動
し
て
い
る
宇
都
宮
大
学
保
護
猫
サ
ー
ク
ル
「
ミ
ヤ
ネ
コ
」
で
す
。

宇
都
宮
大
学
保
護
猫
サ
ー
ク
ル
と
は
？

宇
都
宮
大
学
保
護
猫
サ
ー
ク
ル
と
は
？

2
0
1
7
年
に
発
足
し
、
宇
都
宮
大
学
の
学
生
約
8
0
名
が
大
学
構
内
お
よ
び
近
辺
に

い
る
野
良
猫
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
捨
て
猫
や
野
良
猫
を
保
護

し
て
繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
で
、
野
良
猫
の
増
加
に
よ
り
生
じ
る
交
通
事
故
や
糞
尿
、
騒
音
被

害
を
減
ら
す
こ
と
、
そ
し
て
、
現
在
あ
る
命
を
殺
処
分
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
多
頭
崩

壊
に
よ
り
将
来
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
殺
処
分
ま
で
も
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
し
た
猫
が
人
慣
れ
し
て
い
る
場
合
は
優
先
的
に
新
し
い
家
庭
を
探
し
、
そ

う
で
な
い
場
合
も
術
後
リ
タ
ー
ン
を
し
て
地
域
猫
と
し
て
終
生
飼
育
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
今
あ
る
全
て
の
命
に
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
護
猫
サ
ー
ク
ル
の
活
動
が
、
未
来
の
不
幸
な
命
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
目
を
向
け
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
大
学
構
内
に
譲
渡
会
や
野

良
猫
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
学
生
や
大
学
職
員
、
地
域
住
民
に
対
し
て
啓
発
活

動
を
行
っ
た
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
、
各
地
の
譲
渡
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

日
本
動
物
福
祉
協
会
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て

日
本
動
物
福
祉
協
会
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て

学
生
た
ち
が
自
ら
T
N
R
活
動
や
譲
渡
会
の
開
催
を
計
画
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
費
用
等
は
学
生
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
会
費
か
ら
負
担
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
T
N
R
を
続
け
て
も
野
良
猫
が
減
る
気
配
は
な
か
な
か
な
く
、
い
つ
ま
で
お
金
を

捻
出
し
続
け
れ
ば
よ
い
の
か
、
学
生
た
ち
は
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
度
の

目
標
で
あ
る
、
大
学
構
内
お
よ
び
近
辺
の
猫
約
2
0
数
頭
を
一
度
に
T
N
R
す
る
だ
け
の

資
金
が
不
足
し
て
い
る
状
況
の
た
め
、
学
生
が
負
担
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
足
分
の
資

金
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
協
会
の
栃
木
支
部
長
と
の
連
携
に
よ
り
、
宇
都
宮
大
学
保
護
猫
サ
ー
ク
ル
と

宇
都
宮
市
保
健
所
と
で
協
議
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
野
良
猫
･
地
域
猫
問
題
に
関
し

て
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
旨
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

９月14 日にミヤラジにお邪魔させていただいたときの写真です。サー
クルから阿光 ( 真ん中 ) と江場 ( 右 )、番組パーソナリティの益子さん
( 左 ) で、動物愛護についてのお話をさせていただきました。30 分の
ラジオ番組でしたが、サークルで行っているＴＮＲ活動、シェルターで
の保護、譲渡、一般の方にもできる支援方法など、多くの啓発内容を
含む発信を行うことができました。

11 月９日に、再度ミヤラジにお邪魔させていただいたときの写真です。
サークルから阿光 ( 右 )、てんしんらんまんなラッキーから社会人ボラ
ンティアの小林さん ( 左 )、番組パーソナリティの益子さん ( 真ん中 ) で
お話をさせていただきました。この回はサークルで行っている保護猫活
動に留まらず、シェルターの運営を学生と社会人が連携して行っている
ことについて、社会人側からの意見なども踏まえてお話することができ
ました。サークル活動の一環としての保護猫活動だと、どうしても社会
人の方は「学生がやっていることだし、自分には関係なさそうだな」と
聞き流してしまうことも多いかと思いますが、社会人ボランティアさん
と一緒にラジオに出てお話をすることで、より私たちの活動に対して興
味や親近感を抱きやすいシチュエーションを作ることができたと思いま
す。そうした意味で、より広い層の人を対象にして、当事者意識を持っ
てもらえるような啓発活動を行うことができた回でした。

５月には、日本動物福祉協会栃木支部長の川﨑亜
希子様のはからいで、当サークルと宇都宮市保
健所の協議の場を設けていただき、野良猫 ･ 地
域猫問題に関して協力して取り組んでいく旨を
確認いたしました。

宇
都
宮
大
学
保
護
猫
サ
ー
ク
ル
　

宇
都
宮
大
学
保
護
猫
サ
ー
ク
ル
　

ミ
ヤ
ネ
コ

ミ
ヤ
ネ
コ

「
ミ
ヤ
ネ
コ
」
最
近
の
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス
！

「
ミ
ヤ
ネ
コ
」
最
近
の
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス
！
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サークルで作
成した募金箱
の写真です。
ＪＡＷＳ栃木
支部長の川﨑
さんのお知り
合いが運営さ
れている歯科
医院に置かせ
ていただきま
した。

宇都宮市保健所生活衛生課でいただいたポスター類です。大学の敷地内、特に
人通りの多い場所やＴＮＲ実施場所の近辺に掲示を行うことで、宇都宮大学の
学生や教職員、大学を利用している外部の方、近隣の地域住民などに対する啓
発活動を促進していきたいと考えています。

サークルで２月に保護したふゆちゃんです。とても人懐っ
こく、シェルターでお世話に入る時には、常に足元にくっ
ついて離れないような猫でした。保護時から頭部に傷を負っ
ており、治りが遅いことから皮膚科を受診したところ、扁
平上皮癌が見つかりました。６月に手術を受け、その後の
検査で再発や転移は確認されず、安定な状態が続いていま
した。しかし、過去に病を患っていたこと、手術の傷跡が
少し残ってしまっていたこと、高齢であったことなどから、
なかなか譲渡先が決まらない状況でした。12 月に入り状況
が一転し、引き取ってくださる方が見つかったため、シェ
ルターを卒業していきました。行った先でも飼主さんにくっ
ついて離れないようで、人間、猫ともに幸せに暮らしてい
るようです。写真は飼主さんにピッタリくっついているふ
ゆちゃんです。

シェルターで
里親会を開催
す る に あ た
り、呼び込み
の立て看板を
サークルで作
成した時の写
真です。サー
クルメンバー
で集まり描き
上げました。

10 月 23 日 ～ 10 月 29
日 の 期 間 で、Giving 
Campaign というオンラ
インチャリティーイベン
トに参加しました。イベ
ントの主旨は、活動内容
の紹介や宣伝を通して、
活動資金の援助をしてい
ただくことでした。サー
クルで一丸となって活動
内容の紹介や保護猫活動
への理解、拡散に努め、
300 票以上の応援をいた
だくことができました。
この写真は、ご寄付や応
援をしてくださった方に
向けてのお礼動画を撮影
した際のものです。
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当
支
部
の
活
動
拠
点
が
あ
る
学
校
法
人
ヤ
マ
ザ
キ
学
園
は
、

本
年
創
立
55
周
年
を
経
て
、
56
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
学

園
で
の
保
護
活
動
の
主
体
と
な
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」は
、

１
９
９
１
年
２
月
22
日
（
ネ
コ
の
日
）
に
学
内
に
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
10
人
足
ら
ず
の
学
生
で
発
足
し
た
こ
の
ク
ラ
ブ
の
最

初
の
活
動
と
な
っ
た
の
が
、
迷
子
札
を
１
万
個
無
償
配
布
す
る

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
迷
子
札
が
珍
し

く
、
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
で
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
と
全
国
か
ら
お
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
継
続
し
て
配
布
さ
れ
た
迷
子
札
は
お

よ
そ
３
万
個
ま
で
に
達
し
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
９
６
年
か
ら
は
、譲
渡
活
動
で
あ
る
ペ
ッ
ト
ハ
ッ

ピ
ー
ホ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
０
６
年
に
は
社
団
法
人
日
本
動
物
福
祉
協
会
新
東
京
支
部

を
拝
命
し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
支
部
発
足

当
初
は
適
正
飼
育
の
啓
発
活
動
や
、
J
A
W
S
本
部
か
ら
依
頼

を
受
け
る
譲
渡
活
動
が
中
心
で
し
た
が
、
被
災
動
物
の
預
か
り

や
譲
渡
会
等
、
徐
々
に
支
部
単
位
で
の
活
動
を
積
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
保
護
活
動
で
や
む
を
え
な
い
事
情
で
引
き
取
り
が
必

要
な
ケ
ー
ス
は
、学
内
の
専
用
施
設
で
一
時
的
な
預
か
り
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
併
設
し
て
い
る
動
物
病
院
で
の
、
獣
医

師
に
よ
る
治
療
と
愛
玩
動
物
看
護
師
の
看
護
ケ
ア
が
手
厚
い
こ

と
が
、
当
支
部
の
救
護
活
動
の
質
的
な
特
色
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
様
々
な
活
動
内
容
が
制
限
さ
れ
、
対
面
で
の
譲

渡
会
が
長
ら
く
実
施
で
き
ず
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
徐
々
に
活
動
を
再
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
の
保
護
預
か
り
活
動
の
中
心
は
、
教
職
員

と
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
の
学
生
た
ち
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
活
動
の
一
環
と
し

て
、
学
生
が
中
心
で
保
護
動
物

の
お
世
話
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

メ
ン
バ
ー
が
75
名
程
の
マ
ン
モ

ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。本
年
度
は
、

久
し
ぶ
り
に
保
護
ネ
コ
の
受
け

入
れ
を
再
開
し
、
小
規
模
な
譲

渡
会
も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

持
病
持
ち
の
老
猫
な
ど
は
、
引

き
取
り
先
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
幸
い
に
も
学
生
や
教
職
員

が
受
け
入
れ
先
と
な
り
好
循
環

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
４
月
１
日
に
誕
生
し
た

国
家
資
格
で
あ
る
「
愛
玩
動
物

看
護
師
」
は
、
動
物
医
療
の
補

助
や
動
物
看
護
の
他
に
も
、
動

物
愛
護
・
福
祉
や
、
適
正
飼
育

の
普
及
を
担
っ
て
い
く
人
材
と

し
て
、
意
義
や
役
割
が
さ
ら
に
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
本
学
は
動
物
看
護
の
教
育
機
関
と
し
て
の
役
わ
り
を
踏

ま
え
、
支
部
の
救
護
活
動
内
容
は
で
き
る
だ
け
教
育
的
な
観
点

で
、
学
生
の
学
び
に
役
立
つ
こ
と
を
心
が
け
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
今
後
も
学
園
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
生
命
（
い
の
ち
）

を
生
き
る
」の
実
践
の
た
め
、教
育
を
通
じ
て
命
の
尊
さ
を
伝
え
、

動
物
福
祉
を
推
進
し
、
人
と
動
物
が
共
に
生
き
る
平
和
な
社
会

の
建
設
に
寄
与
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

新
東
京
支
部
だ
よ
り
支
部
長
　
井
上
留
美
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、

本キャンペーンは、捨てられる犬猫の増加や野良猫による環境被害などの問題を解決・改善するために、毎年
対象の都道府県を変えて開催しております。本年も各都道府県の殺処分数や不妊去勢手術の助成金の少ない地
域などを考慮して各地方獣医師会と相談し、「香川県」、「長崎県」の2県で実施いたしました。長崎県は前回に
引き続き対象県となっており、今回も枠を大きく上回る応募をいただきました。本キャンペーンは各県獣医師
会や自治体、メディア各社のご協力のもと10月31日に受付を終了いたしました。

地域
▼

メ　ス オ　ス 性別不明
応募総数

猫 犬 猫 犬 猫 犬

香川 357 86 269 62 59 0 833 頭

長崎 732 83 512 101 77 0 1505 頭

合計　2338 頭

地域
▼

メ　ス オ　ス 性別不明
応募総数

猫 犬 猫 犬 猫 犬

香川 351 82 261 60 56 0 810 頭

長崎 706 83 486 94 73 0 1442 頭

合計　2252 頭

応募頭数（頭）

当選頭数（頭）

第30回いぬねこ不妊去勢手術推進キャンペーン≪中間報告≫第30回いぬねこ不妊去勢手術推進キャンペーン≪中間報告≫

毎年9月20日から26日の1週間は、「動物の愛護及び管理に関する法律」第4
条で定められた動物愛護週間です。動物への理解と関心を深めることを目的に、
国や地方自治体、関係団体が協力して、動物の愛護と管理に関する普及啓発の
ための各種行事を実施しています。今年は「子どもも大人も一緒に考えよう、
私たちと動物」をテーマに、令和5年度動物愛護週間中央行事が開催されました。

動物愛護週間中央行事は屋内行事と屋外行事の2つに分かれており、屋内行
事は国際フォーラムにて、動物愛護管理法制定50周年シンポジウムや子供向
け動物愛護教育プログラムなど様々なイベントが開催されました。シンポジウ
ムでは当協会の顧問である山口千津子先生より、「犬猫への意識の変化50年」
についてお話しいただきました。講演はYouTubeでも公開中です。

屋外行事では上野恩賜公園の不忍池周辺
にて「2023年動物感謝デー in JAPAN　“World Veterinary Day”」
と同時開催されました。屋外行事当日は秋晴れになりイベント日和 
となりました。会場にはお子様やペットを連れた飼い主さんなどた
くさんの方にご来場いただきました。新型コロナウイルス感染症の 
5類感染症への変更に伴い、イベント開催制限が緩和され、愛護週間
に伴うイベントにおいても、コロナ禍前の活気を取り戻しつつありま
す。動物愛護週間中央行事を通じて、人と動物が共に幸せに暮らせる
社会の在りかたについて皆で考える良い機会になれるように願ってお
ります。

令和5年度動物愛護週間中央行事
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２
０
２
３
年
11
月
26
日
（
日
）
動
物
愛
護
の
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岡
本
選
手
は
会

場
に
は
来
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
受
賞
者
へ
サ
イ
ン

入
り
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
カ
ー
ド
、「
岡
本
和
真
ハ
ピ
ア

ニ
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
２
名
に
は
ジ
ャ
ビ
ッ
ト
人
形
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
岡
本
和
真
ハ
ピ
ア
ニ
賞
・
小
学
生
の

部
の
野
村
優
衣
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
動
物
遺
棄
に

心
を
痛
め
、
終
生
飼
養
の
大
切
さ
に
つ
い
て
書
か
れ
た

作
品
で
す
。
野
村
さ
ん
の
自
宅
で
は
ト
イ
プ
ー
ド
ル
を

飼
っ
て
い
て
、
そ
の
犬
が
出
産
を
し
た
こ
と
で
命
の
大

切
さ
を
感
じ
、
出
か
け
て
も
一
番
に
迎
え
て
く
れ
る
姿

が
愛
お
し
く
て
、
最
期
ま
で
大
切
に
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
感
じ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
部
の
狩
田
萌
々
菜
さ
ん
は
、
犬
と
人
の
時

間
経
過
・
感
覚
の
違
い
に
気
づ
き
、
ペ
ッ
ト
と
過
ご
す

時
間
の
大
切
さ
に
気
づ
く
と
い
う
作
品
で
す
。
自
宅
で

飼
っ
て
い
る
ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
ナ
ッ
ツ
ち
ゃ
ん
と
夏
休

み
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
と
一
日
中
外
で
楽
し
そ
う
に
遊

ん
で
い
る
姿
を
み
て
い
る
と
自
分
も
嬉
し
く
、
一
緒
に

楽
し
む
こ
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
緊
張
し
て
い
る
様
子
も
あ
り
ま

し
た
が
、
野
村
さ
ん
は
女
子
野
球
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、

狩
田
さ
ん
は
家
族
そ
ろ
っ
て
巨
人
フ
ァ
ン
と
い
う
こ
と

を
お
伺
い
す
る
と
ほ
っ
と
し
た
の
か
二
人
と
も
笑
顔
が

溢
れ
ま
し
た
。
二
人
と
も
ジ
ャ
ビ
ッ
ト
人
形
を
大
切
そ

う
に
抱
き
か
か
え
て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
。

表
彰
式
後
の
茶
話
会
で
は
、
会
場
に
来
ら
れ
な
か
っ

た
岡
本
選
手
か
ら
受
賞
者
へ
の
祝
辞
コ
メ
ン
ト
動
画
を

上
映
し
、ご
家
族
様
そ
ろ
っ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
が
皆
様
に
と
っ
て
思
い
出
の
一
日
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
に
東
京
ド
ー
ム

で
行
わ
れ
た
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
３
」に
お
い
て
寄
付
金
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
本
和
真
ハ
ピ
ア
ニ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
２
１
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
本
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
岡
本

選
手
は
、
１
月
に
都
内
で
開
か
れ
た
当
協
会
主
催
の
譲

渡
会
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
り
、
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
は
岡
本
和
真
ハ
ピ
ア
ニ
賞
を
創
設
す
る
な

ど
、活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、

私
た
ち
の
活
動
を
肌
で
感
じ
よ
う
と
し
て
く
だ
さ
る
気

持
ち
が
嬉
し
く
、
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
贈
呈

式
で
は
、
当
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
岡
本
選
手
の
活
躍
に

応
じ
た
寄
付
金
１
０
０
万
円
が
黒
川
理
事
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

２
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
動
物
愛
護
管
理
法
の
改

正
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
支
援
は
動
物
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡
本
和
真

岡
本
和
真

ハ
ッ
ピ
ー
ア
ニ
マ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ハ
ッ
ピ
ー
ア
ニ
マ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
３

２
０
２
３

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
３

寄
付
金
贈
呈
式

動
物
愛
護
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト　

岡
本
和
真
ハ
ピ
ア
ニ
賞
の
贈
呈
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２
０
２
４
年
１
月
20

日
（
土
）
渋
谷
区
松

濤
に
あ
る
ヤ
マ
ザ
キ
動

物
専
門
学
校
内
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
で
栃
木
支

部
・
本
部
協
同
開
催
の
犬

猫
譲
渡
会
を
行
い
ま
し

た
。
犬
・
猫
合
計
９
頭
の

動
物
た
ち
が
新
し
い
飼

い
主
さ
ん
と
出
会
え
る

こ
と
を
願
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。
２
０
２
３
年
開
催
時
に
参
加
し
た
動
物
で
は

猫
３
頭
が
新
し
い
飼
い
主
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
身
体

の
欠
損
、
疾
病
、
問
題
行
動
な
ど
が
あ
る
個
体
は
飼
う

上
で
「
リ
ス
ク
」
と
考
え
ら
れ
、
若
齢
個
体
や
健
康
な

個
体
が
選
ば
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
リ
ス
ク

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
少
あ
っ
て
も
飼
い
や
す
い
性

格
の
個
体
は
、
ご
縁
が
結
ば
れ
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。人
生
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
譲
渡
だ
け
で
は
な
く
、

緊
急
災
害
時
に
も
有
効
に
な
る
の

で
日
頃
か
ら
動
物
た
ち
へ
愛
情
を

注
ぎ
、
し
つ
け
・
ケ
ア
な
ど
の
管
理

を
行
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
保
護

犬
・
保
護
猫
を
受
け
入
れ
る
側
も
動

物
に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
や
覚

悟
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
生
き
物

い
ぬ
ね
こ
譲
渡
会
2
0
2
4 

in
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
最
期
ま
で
面
倒
を

み
る
覚
悟
は
一
人
だ
け
で
は
な
く
家
族
全
員
が
共
通
認

識
と
し
て
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
誰
で
も
動
物
を
飼

う
自
由
は
あ
り
ま
す
が
、
迎
え
入
れ
る
側
に
も
覚
悟
が

な
け
れ
ば
、
そ
の
動
物
は
不
幸
な
末
路
を
歩
む
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
責
任
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な

こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
予
定
よ
り
参
加
動
物

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
約

60
名
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
譲
渡
会
に
参
加
し
て
い

た
動
物
た
ち
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
場
内
は
活
気
づ
い
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
も

岡
本
選
手
が
忙
し
い
合
間
を

縫
っ
て
ご
来
場
い
た
だ
き
１

頭
１
頭
動
物
た
ち
を
見
な
が

ら
「
か
わ
い
い

ね
」
と
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
保
護
犬

も
抱
っ
こ
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

動
物
た
ち
は
体

調
に
よ
り
休
憩

し
な
が
ら
３
時

間
の
間
、
最
後

ま
で
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
素

敵
な
ご
縁
が

結
ば
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま

す
。
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第 64 回 第 64 回 （令和 5 年）（令和 5 年）
動物愛護の作文コンテスト動物愛護の作文コンテスト

　今回の作文コンテストは、新型コロナウィルス禍の逓減状況を受け、規模や要領を原則コロナ禍前に戻して実施
しました。全国から1000篇弱の応募があり、厳正な審査を経て環境大臣賞を含め、小中学生それぞれ10名ずつ、
計20名の皆さんが受賞されました。
　これからの日本をやがて担うことになる小中学生が夏休みを利用して、ペットから産業動物、SDGsまで多岐に
亘る分野で、動物と関わった経験や関心を持ったことを契機に、動物の福祉や共生の観点から人間は何をすべきか
を深く考え、果敢に提言をする作品が多数あり、出席した方々にとって心強いメッセージになりました。
　表彰式は11月26日（日）に東京プリンスホテル／サンフラワーホールにて開催されました。表彰式には名誉総裁
常陸宮妃華子殿下の御臨席を賜るとともに、受賞者及びそのご家族等同伴者、環境省をはじめとするご来賓、審査員
の方々約60名にご出席いただき、厳粛な中にも温かな雰囲気に包まれて執り行われました。受賞者は、賞状ととも
に、妃殿下から御下賜品を賜り、ご同伴された皆様にとっても忘れがたい貴重な思い出となったものと思います。

～全ての命を
大切にする
心を育む～

環境大臣賞  小学生の部

行
き
場
の
な
い
犬
た
ち

�

伊
勢
原
市
立
桜
台
小
学
校
　
三
年
　
佐さ

さ

き
々
木
　
夢み

結ゆ
う

き
ょ
年
、
お
ば
さ
ん
の
家
に
ほ
ご
犬
が
来
ま
し
た
。
名
前
は
「
も
も
こ
」
で
す
。
も
も
こ
は
七
才
の
女
の
子
で
、
お
ば

さ
ん
の
家
に
来
る
前
に
お
し
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む
お
し
事
で
す
。
年
を
と
っ
て
赤
ち
ゃ
ん

を
生
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
行
き
場
が
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
お
ば
さ
ん
は
、
ず
っ
と
犬
を
か
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
か
わ
い
い
子
犬
を
買
う
の
で
は
な
く
て
、
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
ほ
ご
犬
の

里
親
に
な
る
と
決
め
ま
し
た
。

も
も
こ
と
な
か
良
く
な
る
ま
で
、
す
ご
く
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
が
は
じ
め
て
会
っ
た
時
と
て
も
き
ん
ち
ょ

う
し
ま
し
た
。
も
も
こ
も
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
て
い
ま
し
た
。
も
も
こ
は
、
と
て
も
こ
わ
が
り
で
す
。
お
ば
さ
ん
い
外
の
人

に
な
で
ら
れ
る
と
、
ふ
る
え
な
が
ら
が
ま
ん
し
ま
す
。

「
き
っ
と
う
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
お
こ
ら
れ
て
き
て
、
お
し
事
で
も
こ
わ
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
が
ま
ん
し
な
が
ら
が
ん

ば
っ
て
き
た
子
な
ん
だ
よ
。
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
て
ね
。」

と
、
お
ば
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
が
会
い
に
行
く
時
、
い
つ
も
お
さ
ん
ぽ
を
し
ま
す
。
一
年
前
は
、
長
く

歩
く
こ
と
も
、
か
い
だ
ん
を
の
ぼ
る
こ
と
も
、
走
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
ぶ
ん
も
も
こ
は
、
ず
っ
と
ケ
ー
ジ

の
中
で
く
ら
し
て
い
て
、
外
の
世
界
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
毎
日
お
さ
ん
ぽ
し
て
走
る
力
も
、
引
っ
ぱ
る
力
も
強

く
な
っ
て
、
み
み
ず
を
見
つ
け
た
り
、
草
を
食
べ
た
り
、
お
さ
ん
ぽ
が
楽
し
い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

今
で
も
ほ
か
の
犬
と
す
れ
ち
が
う
の
が
こ
わ
い
の
で
夜
お
そ
く
に
お
さ
ん
ぽ
し
て
い
ま
す
。

も
も
こ
は
と
て
も
口
が
く
さ
か
っ
た
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
ち
ゃ
ん
と
お
手
入
れ
を
し
て
も
ら
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
口
の
中
が
ば
い
き
ん
だ
ら
け
で
よ
ご
れ
て
い
た
の
で
す
。
び
ょ
う
い
ん
で
ぐ
ら
ぐ
ら
の
は
を
ぬ
い
て
、
き
れ
い
に

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
毎
日
は
み
が
き
も
し
て
、
だ
ん
だ
ん
く
さ
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
び
ょ
う
気
が
な
い
か

け
ん
さ
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
め
な
い
よ
う
に
手
じ
ゅ
つ
を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
お
世
話
を
し
て
も
ら
い
、
も
も
こ

が
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
い
き
ん
は
、
わ
た
し
が
な
で
て
も
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
な
く

な
っ
て
き
て
、
少
し
な
か
良
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
も
こ
の
せ
い
長
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

ほ
ご
犬
も
時
間
は
か
か
る
け
れ
ど
、
少
し
ず
つ
人
と
の
生
活
に
な
れ
て
し
あ
わ
せ
に
く
ら
し
て
い
け
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
動
物
ほ
ご
だ
ん
体
は
、
か
わ
い
そ
う
な
犬
を
引
き
と
り
、
し
あ
わ
せ
に
し
た
い
里
親
と
し
あ
わ
せ
に
な
り
た
い

犬
の
り
ょ
う
方
の
ゆ
め
を
か
な
え
る
す
て
き
な
お
し
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
行
き
場
の
な
い
犬
た
ち
み
ん
な
し
あ
わ
せ
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
も
犬
を
か
い
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
も
も
こ
を
見
て
い
て
、
と

て
も
大
へ
ん
な
こ
と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
も
し
わ
た
し
が
犬
を
か
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
外
の
世
界
も
し
ら
な
い
も

も
こ
み
た
い
な
子
た
ち
を
し
あ
わ
せ
に
し
て
あ
げ
る
里
親
に
な
り
た
い
で
す
。
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入賞者名簿　小学生の部 入賞者名簿　中学生の部
学　校　名 学年 氏　　名 題　　名 学　校　名 学年 氏　　名 題　　名

環境大臣賞

神奈川県 伊勢原市立桜台小学校 3 佐々木　夢結 行き場のない犬たち 静岡県 静岡県立浜松西高等学校中等部 2 辻󠄀岡　優姫奈 奇跡の軌跡

日本動物福祉協会一等賞

北海道 下川町立下川小学校 6 三浦　かりん 飼わない優しさ 大阪府 四天王寺中学校 1 田中　結菜 人間と犬の幸せ

一般社団法人昭和会館賞

兵庫県 小林聖心女子学院小学校 5 髙津　ゆりな 森の消防士を守るために 静岡県 静岡県立浜松西高等学校中等部 2 宮下　拓海 本当の動物愛護とは

岡本和真ハピアニ賞

兵庫県 仁川学院小学校 5 野村　優衣 犬から届いた幸せのメッセージ 奈良県 育英西中学校 2 狩田　萌々菜 同じ時間、違う時間

Animal Welfare Japan賞

茨城県 龍ケ崎市立久保台小学校 3 戸﨑　航太郎 のりちゃんとの出会い 東京都 成蹊中学校 3 内山　こころ 人と動物と伝統文化

日本動物福祉協会二等賞 ５名（50音順）

兵庫県 小林聖心女子学院小学校 4 井上　芽衣 わが家のキティ 宮崎県 宮崎市立宮崎西中学校 1 東　　義輝 言葉はなくとも

大阪府 大阪信愛学院小学校 6 小林　葉子 実話から学ぶきっかけに 東京都 お茶の水女子大学附属中学校 1 表　　亜美 私の見た夢

神奈川県 伊勢原市立桜台小学校 5 関野　祐史 犬は家族 千葉県 いすみ市立国吉中学校 3 藤平　康友 野生動物との共存のために

千葉県 木更津市立波岡小学校 3 藤澤　咲南 人間と同じ一つの命 宮城県 仙台市立仙台青陵中等教育学校 2 堀内　津麦 子ギツネとの約束

和歌山県 有田市立保田小学校 6 堀江　萌朱 数字から想像できること 東京都 渋谷教育学園渋谷中学校 1 柳井　十和 あなたの手元から

環境大臣賞  中学生の部

奇
跡
の
軌
跡

�

静
岡
県
立
浜
松
西
高
等
学
校
中
等
部
　
二
年
　
辻󠄀つ

じ
お
か岡

　
優ゆ

ひ

な
姫
奈

私
は
今
年
の
夏
、
人
の
手
を
借
り
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
虫
と
家
族
に
な
っ
た
。
母
が
知
り
合
い
か
ら
蚕
を
頂
い
て

き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。
そ
の
日
か
ら
、
私
を
含
め
、
家
族
全
員
で
蚕
を
大
切
に
飼
う
こ
と
に
な
っ
た
。
実
は
私
は
虫

が
苦
手
だ
。
最
初
は
虫
を
飼
う
の
に
抵
抗
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
毎
日
ど
ん
ど
ん
大
き
く
成
長
し
て
い
く
蚕
を
観
察
し

て
い
く
う
ち
に
、
蚕
が
愛
ら
し
く
思
え
て
き
た
。

蚕
は
新
鮮
な
桑
の
葉
し
か
食
べ
な
い
。
餌
が
く
る
ま
で
じ
っ
と
動
か
ず
、
探
し
に
行
こ
う
と
も
し
な
い
。
そ
ん
な
虫

だ
っ
た
。
私
は
そ
れ
を
見
て
、
と
て
も
贅
沢
に
過
ご
し
て
い
る
虫
だ
な
、
と
素
直
に
感
じ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時

に
、
様
々
な
と
こ
ろ
に
人
間
味
を
感
じ
、
愛
着
が
湧
い
た
。

蚕
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
本
や
図
鑑
で
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
、
蚕
は
家
畜
だ
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
私
は
家
畜

が
牛
や
豚
な
ど
の
動
物
に
限
っ
た
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
家
畜
の
虫
が
い
る
こ
と
に
と
て
も
驚
い
た
。
そ
し
て
、

人
の
手
を
借
り
な
い
と
餌
す
ら
探
し
に
行
か
な
い
こ
と
と
、
家
畜
で
あ
る
こ
と
に
は
何
か
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
す
る
と
、
蚕
は
お
よ
そ
四
千
五
百
年
以
上
前
か
ら
人
間
に
飼
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
長
い
歴
史

を
辿
っ
て
み
る
と
、
人
間
が
効
率
よ
く
飼
う
こ
と
が
で
き
、
容
易
に
絹
糸
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
続
け

て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
蛾
な
の
に
飛
べ
な
い
、
敵
か
ら
逃
げ
る
こ
と
も
、
人
間
の
手
が
な
け
れ
ば
餌
を
探
す
こ
と

や
子
孫
を
残
す
こ
と
す
ら
も
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
野
生
で
は
ほ
ぼ
確
実
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

蚕
は
、
幼
虫
の
間
に
一
生
分
の
餌
を
食
べ
、
大
き
く
立
派
な
繭
を
作
る
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
蚕
は
繭
を
作
り
終
え

た
ら
死
ん
で
し
ま
う
。
人
間
が
繭
か
ら
絹
糸
を
取
り
出
す
際
に
、
蛹
ご
と
茹
で
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
運
良
く
成
虫
に
な
る

虫
に
選
ば
れ
た
と
し
て
も
、
何
も
食
べ
る
こ
と
を
せ
ず
、
人
間
か
ら
子
孫
を
残
す
こ
と
に
利
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
約
一

週
間
で
五
百
個
ほ
ど
の
卵
を
産
ん
で
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
事
実
を
知
っ
た
時
、
私
は
、
蚕
と
い
う
生
き
物
は
私
た
ち
人

間
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
で
、
儚
く
悲
し
い
生
き
物
だ
と
感
じ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
蚕
を
利
用
す

る
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
古
来
か
ら
「
お
蚕
様
」
と
呼
び
、
大
切
に
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
意
義
を
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我
が
家
の
家
族
と
な
っ
た
蚕
を
含
め
、
そ
れ
ら
の
命
に
対
し
て
「
生
ま
れ
て

き
て
よ
か
っ
た
」
と
幸
せ
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
日
々
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
私
の
蚕
に
対
す
る
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
。
蚕
の
一
生
は
短
い
。
そ
れ
で
も
蚕
一
頭
一
頭
に
は
尊
い
命
が

宿
っ
て
い
る
。
今
ま
で
は
、
た
だ
大
切
に
育
て
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
蚕
の
こ
と
を
知
り
、
こ
の
短
い
時

間
の
な
か
で
幸
せ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
蚕
は
ど
ん
ど
ん
成
長
し
、
つ
い
に
口
か
ら
糸
を
出
し
始
め
た
。
繭
作
り
を
始
め

た
の
だ
。
繭
を
作
り
終
え
た
ら
糸
が
取
れ
る
。
で
も
そ
の
代
わ
り
に
尊
い
命
を
一
つ
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
私
た

ち
は
、
蚕
が
一
日
か
け
て
美
し
い
繭
を
完
成
さ
せ
て
い
く
様
子
を
見
て
、
蚕
の
命
と
引
き
換
え
に
作
ら
れ
た
洋
服
を
、
断

捨
離
な
ど
と
い
う
目
的
で
躊
躇
せ
ず
に
捨
て
て
し
ま
う
人
が
い
る
こ
と
に
悲
し
み
を
覚
え
た
。
そ
し
て
、「
成
虫
に
な
っ

て
少
し
で
も
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
、
幸
せ
に
生
き
て
く
れ
た
ら
い
い
な
」
と
、
成
虫
に
な
る
の
を
家
族
全
員
で
楽
し
み

に
し
て
い
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
蚕
は
成
虫
に
な
っ
た
。
成
虫
に
な
っ
た
ら
何
も
食
べ
ず
、
お
よ
そ
一
週
間
で
死
ん
で
し

ま
う
。
家
族
み
ん
な
が
毎
日
元
気
か
な
、
と
声
を
か
け
、
そ
の
命
が
あ
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
無
数
の
卵
を
産
み
落
と

し
な
が
ら
、
少
し
痩
せ
、
乾
燥
気
味
に
な
り
つ
つ
あ
る
蚕
を
見
て
、
せ
め
て
水
を
飲
め
れ
ば
良
い
の
に
と
思
う
こ
と
も
あ

る
。
短
い
間
で
も
、
最
期
ま
で
「
蚕
と
し
て
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
そ
ん
な
幸
せ
を
感
じ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
な
、

と
家
族
み
ん
な
で
願
い
な
が
ら
、
今
日
も
儚
く
も
愛
ら
し
い
蚕
と
暮
ら
し
て
い
る
。
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事務局からのお知らせ＆報告

今回の中央行事は、屋内行事が９月23日（土）に東京国際
フォーラムにおいて、動物愛護管理法制定50周年記念も兼
ね、表彰・オンラインシンポジウムが実施されました。第一
部は、愛護週間にちなんだポスター、標語、写真などの受
賞者と作品紹介が行われました。第二部は、動物愛護の50
年のあゆみについて各分野のプレゼンターから講演がなさ
れました。一方、屋外行事は11月23日（祝）に上野恩賜
公園不忍池野外ステージにおいて、イベントが行われまし
た。

定番の T シャツ、ポロシャツのほかに、再販のご要望の声が
高かった紙ナプキンが再登場しました。お食事、パーティー
シーンに欠かせない定番のナプキンです。また、スモークブ
ルー、スモークピンク、ネイビーの３色でコットンポーチ、サー
モステンレスボトル 300ml も新登場。その他にデニムトート
バッグ、可愛らしい動物のグリーティングカード、常陸宮妃殿
下がご翻訳された絵本などもございます。各種行事、バザー
で販売するほか、ホームページ等でもご購入いただけますの
で、是非ともご覧下さい。ご家族や大切な人へのプレゼント
にも好適です。

JAWSグッズのご紹介

【
理
事
会
報
告
】

２
０
２
３
年
７
月
度

・ 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
／
電
子
帳
簿
保
存
法
対
応
方
針

の
件

・
後
援
名
義
使
用
承
認
の
件　
　

他

２
０
２
３
年
９
月
度

・
支
部
助
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
部
変
更
の
件

・
自
販
機
募
金
ス
キ
ー
ム
承
認
の
件　
　

他

２
０
２
３
年
10
月
度

・
中
間
決
算
報
告

・ 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
選
定
／
表
彰
式
要
領
承

認
の
件　
　

他

２
０
２
３
年
11
月
度

・
動
物
福
祉
事
業
に
係
る
活
動
方
針
改
訂
の
件

・ 

電
子
取
引
デ
ー
タ
関
連
事
務
処
理
規
程
制
定
の

件　

他

２
０
２
３
年
12
月
度

・
２
０
２
４
慈
善
ビ
ン
ゴ
会
開
催
要
領
の
件

・
後
援
名
義
使
用
承
認
の
件　
　

他

様々な動物たちが掲載されて、かわいいと好評のカレンダー
の申込受付を開始いたしました ! 日付部分がメモ欄で日々の
予定を書き込める仕様ですので、便利にお使いいただけます。
ペット写真の掲載枚数が先着 168 枚、お写真掲載ご希望の方
はお早めにお申し込みください！

2025年版JAWS
オリジナル動物カレンダー

お申込み・お問い合わせは
日本動物福祉協会・事務局まで
　   03-6455-7733

1部1500円（写真掲載希望の場合は２部以上のご購入となります）
＋送料全国一律550円

■紙ナプキン��1 袋 400円
　（4袋セット1,200円）

2023年度動物愛護週間中央行事のご報告
「子どもも大人も一緒に考えよう、私たちと動物」

■サーモステンレスボトル300ml
　2,000 円

■フェアトレードコットンポーチ(S)
　1,000 円

■フェアトレードコットンポーチ (L)
　1,500 円

S＆Lセット  2,000円

16JAWS Report 94



会費等の振込が便利になりました

会費の振込方法が以下 3 つになりました

①郵便局・コンビニ 
従来の郵便局・コンビニへ振込用紙を直接、持参して振込（振込用紙は毎年４月頃郵送）。コンビニ支払期日を経過した用
紙は郵便局で使用可能です。
※ 会費と同時に寄付金をご支援くださる方は、郵便局にて振込用紙を下記例のように金額訂正の上、ご送金をお願い致します。

②WEB決済（クレカ決済）
2022 年 4 月より会費納入が郵便局やコンビニに足を運ばずに、PC・スマホ・タブレット等の web 上でクレジットカード
決済ができるようになりました。ご希望の方は supportus@jaws.or.jp へタイトルに会費納入希望と記載の上、「氏名」、「登
録電話番号」をお知らせください。
※ 会費と同時に寄付金納入をご希望の方は、「寄付金額」、「寄付金使途」「領収書の有無」と上記 2 点に加えてお知らせください。

③口座振替 
「年 1 回の会費」及び「定期的な寄付」を、都度の振込手続がいらない便利な口座振替にできます。ご希望の方は事務局
までお知らせください。

東京

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊＊ ＊ ＊

3

3

5 0 0 0
0

0

0

0

0

0

公益社団法人 日本動物福祉協会

公益社団法人 日本動物福祉協会

公益社団法人 日本動物
福祉協会

〒141-0022
東京都品川区
東五反田　○ー△ー□

福祉　愛子

福祉　愛子

2335

3,000

〒141-0022
東京都品川区
東五反田　○ー△ー□

福祉　愛子
《店舗控え》

《本部控え》
2017 8 13

一般寄付 2,000

寄付金の使い道をご指定の場合は、
通信欄にご記入ください。

見 本見 本

例

全国の皆様からのご厚情で送っていただいた切手やハガキ

は、犬猫の不妊・去勢手術の助成金や動物救護活動などに、

有効に役立てています。業者指定のサイズにボランティア

の方々がトリミングをして下さっていますが、右記の通り

にお送りいただければ助かります。

あまり手間いらずで、動物たちにすぐ役立てられますので

大歓迎です。少量でも構いません。皆様の温かいご協力を

お待ちしています! 尚、正式なお礼状が必要な方はその旨

をお知らせいただくか、メモ等に「お礼状希望」と記載の上、

同封してお送りください。

1切手の周りは５ミリ外側を切る。
2消印の部分は不要
3外国切手は区別する（少し高く売れます）
　未使用ハガキ・未使用切手

例

切手の処理方法
使用済み切手、未使用ハガキ・切手を
送ってください！
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寄付者ご芳名（敬称略） 2023/7～2023/12　寄付者一覧表（五十音順）

毎月寄付 
相川絵理子　　石曽根泰久　　小倉智恵子　　金釘早苗　　窪野幸子　　黒木敬子　　高橋杏奈　　竹内靖子　　西岡千秋　　張替邦夫　　 
肥喜里秀明　　丸山明美　　津由利子　　森口慧　　ロイヤルハウジング販売株式会社　　ロイヤルリゾート株式会社　　脇田昌実

一般寄付者 
青木京介　　あさこ動物病院　　アシード 株式会社　　公益社団法人 アニマル・ドネーション　　天野由利子　　荒井翠　　イグジスト株式会社　　 
池 川香の子　　 池 谷 妙 子　　 石 井 重 則　　 石 川涼 子　　 石山公 子　　 一ノ瀬 貴 子　　 伊 東 海帆　　 伊 藤 祐 二　　 糸 満 素 子　　 梅 本 公 代　　 
株式会社エーアールエー　　岡本良平　　小野賀永子　　小花塗装株式会社　　折田美佐枝　　甲斐研一　　梶田芳江　　柏田大貴　　鎌田玉惠　　 
河 嶋 あ き こ　　 川 俣 一 也　　 河 盛 三 代　　 神 田 麻 理　　 木 村 慎 一　　 久 保 田 美 代 子　　 学 校 法 人 啓 明 学 園 中 学 校 高 等 学 校 JRC　　 
コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社　　古賀智子　　小林知仁　　小峰眞紀子　　近藤正春　　齋藤うらら　　坂巻忠彦　　作文コンテスト募金箱　　 
島 村 貴 三 子　　 白 田 ま ち 子　　 菅 原 ヨ ウ 子　　 杉 浦 多 代　　 圖 子 仁 美　　 鈴 木 愛 美　　 鈴 木 秀 雄　　 砂 沢 ト メ　　 関 根 輝 江　　 
有 限 会 社 saintarrowone　　 園 田 絢 奈　　 髙 木 拓 磨　　【 ご 遺 贈 】 高 田 祐 美 子（ 故 吉 澤 利 則 ）　　 髙𣘺朋 美　　 瀧 澤 京 子　　 竹 内 靖 子　　 
竹 下 淳 也　　 忠 地 千 代 美　　 中 央 行 事 募 金 箱　　 辻 村 明 日 香　　 土 田 謙 一（ み ど り と く ま ち ゃ ん ）　　 株 式 会 社 ど う ぶ つ で ん き　　 
一般社団法人 常磐会　　豊嶋純子　　中村麻子　　中森よし子　　夏目正徳　　西岡照恵　　西田慎一　　野口聡子　　バッカーズ・ファンデーション　　 
服部京子　　花岡幸嗣　　日笠道子　　比嘉眞子　　平野公子　　吹野栞　　福原美津子　　藤原いくろう　　社会保険労務士法人ぶれす　　 
細川友理　　神奈川県立舞岡高等学校　　松岡吉次　　松下公一　　松平寿美枝　　マリア動物病院　　溝口健治　　武藤万里　　村上寿子　　 
村松恵子　　望月晶子　　本岡真　　山内奈美子　　山岸康　　山口幸子　　学校法人 ヤマザキ学園　　山田昌子　　山本素子　　山脇雅史　　 
一般社団法人 ラテンアメリカ協会　　ロイヤルハウジング株式会社　　ロバート ウォルターズ ジャパン株式会社　　渡邊雅子　　ワタベミヅキ　　 
匿名希望

動物関連用品ご寄付者 
新井八代江　　岩倉友梨絵　　宇佐美杏奈　　大木早苗　　大町佳弘　　小澤　　嘉瀬淳子　　加藤佳代子　　柴田路子　　　新開貞好　　 
関根敏則　　滝本夏子　　田中キヌ子　　田村恭子　　手作り首輪★ Pota　　豊田いつか　　永岡清四郎　　中川恵美子　　沼田孝雄　　畑規恵　　 
林　　原あけみ　　藤田伊知子　　ポラン動物病院　　堀部忠正　　本田晃子　　マースジャパンリミテッド　　森山洋子　　柳沢佳子　　 
渡邉友里

使用済み切手・葉書等ご寄付者 
ア イ ギ ス セ キ ュ リ テ ィ ㈱　　 ㈱ ア イ 工 芸　　IG テ ッ ク ㈱　　 あ い 和 電 設 ㈱　　 赤 羽 医 院　　 赤 平 亜 美　　 ㈱ 明 工 務 店　　 
㈱アサノ大成基礎エンジニアリング　　㈱アサヒ広告社　　アサヒ設備管理㈱　　アサヒバイオサイクル㈱　　浅見由紀子　　㈱アシスト・フクダ　　 
あすなろ法律事務所　　東裕子　　安達由美　　㈱アドバレス　　阿部奈津子　　天草市立本渡北小学校　　新井田恵子　　荒木伶王　　 
安藤久美子　　安東美知子　　安福智恵　　飯田明美　　池川　　池田優理　　池永公美子　　石川涼子　　石塚雅彦　　井介三千代　　 
板倉充幸　　板倉ヨウ　　伊藤五十鈴　　伊藤トシ子　　伊藤直江　　伊藤美蓉子　　乾敏美　　井上芳直　　命にやさしいまちづくりハーツ　　 
今金町農業協同組合　　医療共済会　　岩川知子　　い和多　　( 一社 ) 岩手県獣医師会　　岩村あつ子　　植田直美　　上田みのり　　上原　　 
上 原 聖 美　　 上 村　　 ㈱ 牛 右 衛 門　　 潮 宏 美　　 臼 田 規 子　　 内 垣 潤 哉　　 ㈱ AKI　　 ㈱ H&P Logis Japan　　 ㈱ SHS シ ー ト メ タ ル　　 
㈱ エ ス エ ヌ エ ス　　 ㈱ エ ス テ ー ト エ コ ー 東 小 金 井 店　　 エ ス ペ ッ ク ㈱　　N M I 会 計 事 務 所 ㈱ N M I C o n s u l t i n g 　　 
NTT データカスタマサービス㈱東日本支社　　NT フィルム㈱　　榎本　　柄本麻理　　㈲エム・オー・ディー　　㈱ MG プラン　　M.Yumiko　　 
㈱遠州日石　　ENTERGEAR ㈱　　大江雪子　　大倉信子　　( 同 ) オーシャン　　大槻純子　　㈱オービーエス　　岡さとみ　　岡部郁子　　 
岡山県立私立幼稚園連盟　　小川　　小川かおり　　㈲小川建材工業　　小川稚恵　　㈲沖工業　　小樽市とみおか児童館　　鬼塚節子　　 
小野葉子　　㈱カイタックホールディングス　　貝塚友岐　　柿原日美　　風間幸子　　柏原紙商事㈱大阪支店　　柏原美帆　　㈱カツマタ　　 
加藤由紀子　　金澤美津枝　　㈱カネサン岡田土建　　神谷動物病院　　川重冷熱工業㈱　　喜界町埋蔵文化財センター　　北山孝次　　 
木寺智美　　京都市社会福祉協議会ひとまち交流館　　㈲協立産業　　協和食品㈱　　金城麗玉　　グッドフェイス㈱　　㈱クボテック　　 
熊 谷 琴 美　　 熊 倉 あ や の　　 ㈱ ク リ ー ン ワ ー ク ス　　 栗 田 恵　　 ㈱ ク レ イ ブ　　 黒 木 久 子　　 黒 沢 糸 子　　 黒 田 志 穂　　 桑 原 果 苗　　 
警視庁職員信用組合融資部　　ケイズエーアイエム㈱　　けせん倫理委員会女性委員会　　㈱ケンセイ　　県北木材協同組合　　孝田荘屋　　 
河 野 幸 江　　 ㈱ 古 賀 歯 車 製 作 所　　 ㈱ コ ク サ イ エ ン ジ ニ ア リ ン グ　　 国 分 グ ル ー プ 本 社 ㈱　　 小 柴 恵 子　　 後 藤 則 子　　 小 林 海 香　　 
こ ま き 動 物 病 院　　 ㈱ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 科 学 研 究 所　　 近 藤・ 用 賀 法 律 事 務 所　　 昆 野 い ず み　　 今 人 美　　 斉 藤 直 美　　 斎 藤 眞　　 
㈱サイモクホーム　　佐尾山めぐみ　　酒井美貴　　坂本祐子　　㈲作業衣屋　　佐久間純　　桜井裕美　　笹井幸恵　　佐竹芳朗　　サトウ　　 
㈱ 三 心　　 サ ン ワ テ ッ ク ㈱　　 四 条 畷 学 園 短 期 大 学　　 柴 田 智 子　　 ㈲ 渋 谷 組　　 清 水 佳 子　　 学 校 法 人 シ モ ゾ ノ 学 園　　 下 田 康 介　　 
下村まり子　　庄子佳代子　　白銀美保子　　白田まち子　　新栄興業㈱　　末永千賀子　　菅原奈保子　　杉本小百合　　鈴木愛子　　 
鈴 木 信 温　　 鈴 木 泰　　 鈴 木 理 佐 子　　 鈴 木 涼 子　　 ㈱ 鈴 陶　　 住 友 不 動 産 シ ス コ ン ㈱　　 ㈱ セ イ ユ ウ 工 芸　　 瀬 戸 建 設 ㈱　　 

（一社）全国信用金庫協会　　㈱センターサービス　　㈱仙台放送エンタープライズ　　㈱仙台銘板高知営業所　　相馬恵　　㈲第一製作所　　 
大日本土木㈱　　平かすみ　　㈱ダイレイ　　㈱高木　　高橋あやの　　高橋夏代　　髙宮尚子　　㈱高木　　田栗恵子　　田中照美　　 
田 中 利 恵　　 谷 祥 子　　 谷 津 巳 春　　 玉 川 衛 材 ㈱　　 中 央 精 機 ㈱　　 ㈱ 中 央 パ ッ ケ ー ジ ン グ　　 対 馬 ゆ り 子　　 津 野 友 加 子　　 
㈱ティー・シー・エス・グローバル　　手作り★首輪『Pota』　　出張華代　　寺部幸子　　てんしんらんまんな★ラッキー　　天拝の郷　　 
東 京 ガ ス カ ス タ マ ー サ ポ ー ト ㈱　( 公 社 ) 東 京 都 建 設 事 業 協 会　　( 一 社 ) 東 京 都 ト ラ ッ ク 協 会　　 東 京 ロ ン フ ェ ル メ 耳 鼻 い ん こ う 科　　 
塘永雅美　　どうぶつセレモニーおおぞら　　㈱友十　　友田多美子　　㈱豊和　　鳥海泰　　中岡工業㈱　　長岡美樹　　中垣友希子　　 
中川理又子　　中島化学産業㈱　　長沼里沙　　長野県小海高等学校　　中野寿人　　中村知子　　中村康子　　中本さゆき　　中山　　 
名古屋空港ビルディング㈱　　にかほ市社会福祉協議会　　㈱ニコダームリサーチ　　西海誘絋　　西日本写真協会　　西山紅　　ニッキ㈱　　 
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寄付者ご芳名（敬称略） 2023/7～2023/12　寄付者一覧表（五十音順）

㈱ 日 警 保 安　　 ㈱ ニ ッ シ ョ ー　　 ㈱ 日 進 堂 印 刷 所　　 ㈱ 日 清 煉 乳　　（ 一 社 ） 日 本 環 境 ア セ ス メ ン ト 協 会　　 日 本 工 装 ㈱ CSC 九 州　　 
㈱ 日 本 港 湾 コ ン サ ル タ ン ト　　 日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 柏 常 総 支 社　　 ㈱ 日 本 パ ー カ ー ラ イ ジ ン グ 広 島 工 場　　 ネ ポ ン ㈱ 名 古 屋 営 業 所　　 
根本絵美子　　野住次枝　　野田　　野村祥子　　紀藤弘美　　はいばら　　㈱パイロットコーポレーション　　長谷川めぐみ　　畠みさ子　　 
八 正 建 設 ㈱　　 ㈱ パ ナ ホ ー ム 愛 知　　 花 物 語 は だ の　　PUBLIC SYSTEM　　 早 坂 佳 奈 恵　　 林 電 工 ㈱　　 林 温 子　　 坂 東 南 衣　　 
ハンドメイド Lu-x　　東林間福祉事務所　　㈱ビクトリー　　㈱ビデオプロモーション　　㈲ひまわり保険事務所　　兵庫県立尼崎北高等学校　　 
平 井 智 恵 美　　 平 出 奈 里　　 ㈱ 平 田 塗 装 店　　 平 田 華　　 平 塚 潤 子　　 ㈲ ひ ろ は し「 ハ ー ト・ ケ ア・ ひ ろ は し 」　　 フ ァ ミ リ ー キ ャ ッ ト　　 
フ ァ ミ リ ー ク リ ニ ッ ク こ こ ろ　　 福 田 簡 易 郵 便 局　　 福 山 り か　　 藤 井 典 子　　 藤 井 由 佳　　 富 士 川 智 子　　 藤 田 和 美　　 富 士 電 機 ㈱　　 
㈱不二土木工業　　㈲フジワテック　　プラス産業㈱　　㈱フランス屋本部　　㈱プランテリア　　㈱帆栄物流　　堀内陽子　　㈱堀忠商店　　 
本多五月　　本田知子　　マーキュリーエレベーター㈱熊本支社　　㈱前川製作所　　前田　　前田佳子　　前田華奈　　正谷ひとみ　　益元広徳　　 
松川村社会福祉協議会　　松菱金属工業㈱　　松本明子　　真野方美　　㈱丸運工業　　丸田礼子　　㈲丸和不動産　　三重液化ガス㈱　　 
㈱三川佐藤工務店　　水島雅美　　水野　　水野ヒロミ　　三谷幸子　　㈱ミット　　南大阪支部　　㈱南山城　　峰村嘉美　　宮内幸美　　 
三山裕子　　㈱ミヨシ産業　　村木恵子　　村田圭　　室井彩香　　㈱明光精機　　明治安田生命阿波北営業所　　メイラ㈱　　森育子　　 
守屋和恵　　㈱守谷商会　　森六アグリ㈱　　八木稲子　　八代富美子　　㈱ヤスギ　　安田建物管理㈱　　安原友紀　　柳谷元子　　八幡悦子　　 
Y.A.P.S. 山形動物愛護を考える会　　山口尚子　　山口雅文　　山下生子　　㈱山本精工所　　山本精密㈱　　矢森　　ユアサ電気㈱瀬戸店　　 
㈱優輝　　游鎮剛　　優和産業㈱　　吉川采伽　　 川由紀恵　　吉田行政法務事務所　　吉野静花　　 原慶子　　㈱ライカ　　㈱ LINER 広告社　　 
㈱ラピスネット　　㈱ルート　　老人ホーム善の心　　脇田昌実
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ご寄付のお願いと関連する税優遇措置について

税制上の優遇措置の概略

寄付金の使い道

皆様からのご寄付は全て私どもの動物福祉活動資金として活用

されています。2023 年度の収支予算においては、収入面では

会費 33 百万円、寄付金 42 百万円を見込んでいますが、一方で、

支出面では「いぬねこ不妊去勢手術推進キャンペーン」を含む

不妊・去勢手術助成金や動物救護活動費用を始め、公益事業拡

充のための積極的な予算を組んでおり、資金確保が重要な課題

となっています。そのため、当協会では会員数の増加とともに、

もう一本の柱であるご寄付についても、幅広いご支援をお願い

いたしております。

公益社団法人日本動物福祉協会へのご寄付は、税制優遇措置の対象となっています。所得税、個人住民税、相続税について、それぞれ
に定められている条件を満たすことで、優遇措置を受けられます。なお、優遇措置を受けるためには申告が必要です。
※住民税における寄付金控除は、各都道府県および市町村の条例で指定されている場合のみ適用されますので、お住まいの都道府県
および市町村にお問い合わせください。

ご寄付の際は、以下の用途をご指定頂けます。ご送金頂く際、郵

便振替用紙の通信欄に基金名をご記入ください。

※ご指定が無い場合、一般寄付として受領させて頂きます。

動物救護基金
動物の保護・新しい飼い主探し等の為のご寄付

飼い主のいない犬・猫を減らしていく、不妊・去勢手術のためのご寄付

動物福祉理念の普及や、協会の全般的な活動のためのご寄付

不妊・去勢手術助成基金

一般寄付金

ご寄付のお申し込みは HP または事務局まで

◎税額控除（Ｈ23改正追加） ◎所得控除（従来型）

控
除
額

（寄付金額－2,000円）× 40％
※対象となる寄付金額の上限は、総所得金額の 

40％相当額
※控除税額の上限は、所得税額の 25％相当額

寄付金額－2,000円
※対象となる寄付金額の上限は、

総所得金額の 40％相当額

◎個人住民税

控
除
額

①都道府県が条例指定　（寄付金額－2,000円）×4％
②市区町村が条例指定　（寄付金額－2,000円）×6％

※重複指定であれば、（寄付金額－2,000円）× 10％

◎相続税
非
課
税
措
置

遺贈または相続財産の寄付は相続財産から除外（租税特別措置法70条）
※要件等の詳細は専門家にご確認ください

会員継続と会費納入のお願い
当協会の動物福祉活動は支援者の方々からのご寄付と会員の

方々の会費で成り立っています。不妊・去勢手術援助は毎年特

定の地域（県）を選定し、キャンペーンとして行っており、今や、

すっかり定着し援助に対する期待も大きくなっています。動物

福祉啓発の為の各種セミナーもご好評を頂いております。こう

した地道な活動を継続、拡大するには安定した資金源が必要で

あり、その観点からもご寄付に加えて、会員の基盤を強固にし

ていく事が大事だと考えております。動物福祉に興味を持たれ

ておられる方には、是非、皆様から入会をお奨めいただきたく、

ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。

尚、会費納入方法
に従来の郵便振替・
口座自動振替に加
えてWEB決済（ク
レカ決済）が加わり
ましたので17ペー
ジをご参照下さい。

会員種別
維 持 会 員（Ｓ）
賛 助 会 員（Ａ）
青少年会員（Ｊ）
＊正会員２名の推薦が必要です。

7,000円
3,000円
1,000円

＊

ご送金先口座番号は事務局
までお問い合わせください
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